
　

美
し
く
ど
こ
か
懐
か
し
い
音

色
を
奏
で
る
日
本
の
伝
統
楽
器

「
箏こ

と

」。
国
の
重
要
無
形
文
化
財

保
持
者
（
人
間
国
宝
）
の
宮み

や
ぎ城

喜き

よ代
子こ

さ
ん
か
ら
直
接
指
導
を

受
け
、
宮
崎
日
日
新
聞
社
文
化

賞
な
ど
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て

き
た
箏
奏
者
が
い
る
。

　

貴
宮
巳
代
子
さ
ん
、
84
歳
。

　

貴
宮
さ
ん
は
、
母
、
祖
母
の

影
響
で
物
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら

箏
や
三
弦
、
謡
曲
な
ど
伝
統
音

楽
に
触
れ
て
き
た
。

　
「
人
を
癒
し
、
優
し
い
気
持
ち

に
す
る
日
本
独
特
の
箏
の
音
色

が
何
よ
り
も
好
き
で
、
夢
中
に

な
り
ま
し
た
」。

　

高
校
卒
業
後
、
社
会
人
に
な

る
と
そ
の
思
い
は
さ
ら
に
強
く

な
り
、
時
に
は
Ｓ
Ｌ
に
揺
ら
れ

東
京
に
稽
古
や
舞
台
に
行
く
ほ

ど
の
め
り
込
ん
だ
。

　

メ
キ
メ
キ
と
腕
を
上
げ
、
人

間
国
宝
の
宮
城
さ
ん
に
「
あ
な

た
は
い
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
。

音
色
が
と
て
も
美
し
い
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
に
成
長
し
た
。

　
「
自
分
の
全
て
を
箏
に
注
い
で

来
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
一
つ

後
悔
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
戦
後

間
も
な
い
高
校
時
代
、
卒
業
後
、

芸
大
に
進
学
し
音
楽
を
本
格
的

に
学
ぶ
道
が
あ
る
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
。
そ
の
道
に
進

ん
で
い
れ
ば
と
、
ふ
と
考
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
」。

　

30
代
で
箏
の
教
師
免
許
を
取

得
し
、
自
ら
の
演
奏
に
加
え
、

後
進
の
指
導
に
も
当
た
っ
て
い

る
。
自
身
の
経
験
か
ら
、
生
徒

に
は
音
楽
と
そ
の
将
来
ま
で
考

え
指
導
。
教
師
と
し
て
も
、
全

国
大
会
で
優
勝
す
る
生
徒
を
複

数
人
育
て
て
い
る
。

　
「
箏
は
日
本
が
誇
る
伝
統
楽
器

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
多
く
の
人

に
魅
力
を
伝
え
、
次
の
世
代
へ

と
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」。

　

貴
宮
さ
ん
は
、
今
年
も
市
民

音
楽
祭
に
出
演
す
る
。
筝
の
美

し
い
音
色
を
未
来
へ
と
響
か
せ

る
た
め
に
―
。

人
を
癒
や
し
優
し
い
気
持
ち
に
す
る

「
箏こ

と

」
の
音
色
が
な
に
よ
り
も
好
き
。

自
分
の
全
て
を
箏
に
注
ぎ
込
ん
だ
。

よ
り
多
く
の
人
に
箏
の
魅
力
を
伝
え
、

次
の
世
代
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

Ｔopicsこばやし
トピックス

まちのわだい
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人権を考えるアニメ映画を放映
　８月 26 日、人権啓
発強調月間に合わせ、
夏休みふれあい映画
祭を文化会館で開催
しました。親子連れ
など約 150 人が来場し、小学生向けの人権に関
するアニメを２本放映。来場者は、身近にある
人権について理解を深めていました。

園田さん野尻町の人物史を発刊	
　９月７日、元文化財
保存調査委員の園

そ の

田
だ

隆
たかし

さんが自著「野尻町文
余話野尻人物列傳」を
発刊し、市に寄贈しま
した。同著では、野尻町を支えてきた 97 人の先
人を紹介しています。寄贈された本は、図書館な
どで閲覧できます。（問：社会教育課℡ 22‐7912）

医療と介護の連携の在り方考える
　8 月 5 日、第 2 回西
諸地域在宅医療介護
連携推進協議会が西
諸医師会本館で開催
されました。これま
での活動経過と専門部会での協議報告が行われ、
西諸地域における医療と介護の連携の在り方な
どについて議論が交わされました。

のじり湖祭に１万５千人が訪れる
　８月 27 日、のじり
湖祭がのじりこぴあで
開催されました。ス
テージイベントや抽選
会、打ち上げ花火など
を実施。メインイベントの打ち上げ花火とレー
ザーショーが野尻の夜空を彩ると会場からは大
きな歓声と拍手が起こっていました。

熊本地震の体験談から防災学ぶ
　 ９ 月 10 日、「 に し
もろ防災スイッチオ
ン（小林青年会議所主
催）」が中央公民館で
開催されました。講師
には、熊本地震で被災した益城町在住のマネキ
ンアートユニット sho_maa などが登壇。体験談
を聞き、参加者は防災への理解を深めました。
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貴
き み や

宮 巳
み よ こ

代子

市民音楽祭には、第１回からの出演。箏の魅
力を多くの市民に伝えている
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小人
林
こばやしびと

さん

大師範（筝奏者）

地図製品を利用し、防災体制を強化
　９月８日、株式会社
ゼンリンとの「災害時
における地図製品等の
供給に関する協定」調
印式が開催されまし
た。救援・救助などを円滑に行うため地図製品を
利用し、防災体制を強化することが目的。ゼンリ
ン住宅地図、広域地図などが提供されました。

災害時の物資供給に関する協定締結
　９月８日、ＮＰＯ法
人コメリ災害対策セン
ターとの「災害時にお
ける物資供給に関する
協定」調印式が開催さ
れました。災害や家畜伝染病発生時に必要な物
資を備蓄し、供給することが目的。災害時は株
式会社コメリの物流センターを拠点にします。

宝くじ助成で太鼓４張を購入	
　喜躍太鼓～六奏～
がコミュニティ助成
事業（宝くじ助成金）
を活用し、和太鼓４
張 を 購 入 し ま し た。
代表の石

い し ぐ ま

隈文
ぶ ん た

太さんは「この太鼓を使い、より
一層、子どもから高齢者まで地域の人たちに元
気を与えていきたい」と話していました。


